
地域創造学環のフィールドワークってどんな事を学ぶの？
学内地域連携拠点フィールドワークの学生が各フィールドワークを巡ったレポート

フィールドワーク紀行

In 多世代の居場所づくりフィールド
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多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
老
若
男
女

問
わ
ず
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
可
能
と
す
る
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
静
岡
市
清
水
区
の
小
島
地
区
に
あ
る
龍
津
寺
を
主
な
連
携
先
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
地
域
内
で
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

く
り
が
地
域
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ

で
す
。
し
か
し
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
多

く
が
「
こ
の
地
域
が
好
き
！
」
と
答
え
る
な

ど
、
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
た
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

龍
津
寺
と
は

多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
フ
ィ
ー
ル
ド
の

学
生
た
ち
が
連
携
先
の
ひ
と
つ
と
す
る
龍
津

寺
は
、
一
六
世
紀
中
頃
に
建
設
さ
れ
た
臨
済

宗
妙
心
寺
派
の
禅
寺
で
す
。
境
内
に
は
六

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
小
島
観
音
が
安
置
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

龍
津
寺
で
は
、
「
一
人
一
人
が
幸
せ
に
な

る
コ
ト
」
「
そ
の
一
人
一
人
の
幸
せ
を
分
か

ち
合
う
コ
ト
」
を
目
的
に
、
「
分
福
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
毎
月
二
回
「
子
ど
も

寺
子
屋
」
を
開
催
し
、
小
学
生
た
ち
に
学
び

舎
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
か
ら

は
「
お
じ
ま
分
福
食
堂
」
と
い
う
共
生
食
堂

小
島
地
区
と
は

小
島
地
区
は
、
静
岡
市
清
水
区
の
中
部
、

興
津
駅
か
ら
北
へ
約
四
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
小
島
藩
の
藩
庁
（
小

島
陣
屋
）
が
置
か
れ
、
甲
府
と
結
ぶ
身
延
道

の
往
来
で
栄
え
ま
し
た
。
興
津
川
の
清
流
、

そ
し
て
お
茶
や
み
か
ん
畑
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
地
域
で
す
。

小
島
地
区
も
ま
た
高
齢
化
、
少
子
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
お
り
、
多
世
代
の
居
場
所
づ

地図

フィールド

多世代の居場所づくり

世
代
を
超
え
た
交
流
の
た
め
の

居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

を
開
始
す
る
な
ど
、
地
域
の
人
々
の
居
場
所

づ
く
り
の
た
め
の
実
践
や
様
々
な
人
々
が
関

わ
る
場
の
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
二
〇

二
〇
年
に
は
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
す
る
「
ふ
じ
の
く
に
地
域
共
生
大
賞
」
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

お
じ
ま

り
ょ
う
し
ん
じ



▶子ども寺子屋開始！ (8:30)

▶勉強タイム (9:00～9:30)

30名ほどの小学生が参加し、子ども寺子屋が始まり

ました。初めに龍津寺の住職である勝野さんによる

講話が行われました。お話は論語と憲法についてで、

子ども達には難しい内容であるにもかかわらず勝野

さんの話に真剣に聞き入っている姿が印象的でした。

勝野さんの話の後は子ども達各自で教材を持ち寄って勉強タイム。土曜の朝なので学校の宿題を

やっている子が多いが、学習内容はそれぞれ！集中して勉強に取り組んだり、学生ボランティア

の方々とお話をしたりと、楽しい時間を過ごしていました。

2021年6月26日に開催された多世代の居場所づくりフィールド主催のイベントである「防災

〇×クイズin龍津寺」の模様をお伝えします。このイベントは地域創造学環の環境防災分

野の学生が主体となって小島地区の防災意識を高めることを目標に実施されたものです。

今回は龍津寺の居場所づくりの取り組みである「子ども寺子屋」の様子とともにリポート

します。

防災〇×クイズ in 龍津寺

取材レポ！！
詳しく見ていこう！レッツゴ～！

寺子屋に来ていた子が中学生になっ
て教える側になっている関係が素敵‼



▶防災○×クイズ (11:50～13:25)

休憩としてお茶タイムや遊びタイムを挟んだのち、い

よいよ多世代の居場所づくりフィールド主催の「防災

〇×クイズ」が始まりました。クイズは〇×２択の形

式で、子ども達にも分かりやすいようにカラフルな図

やイラストを多く用い、単に答えを知るだけではなく

正解の理由など解説も充実しており大人でも参考にな

る内容でした。

▶終了 (13:25)

お土産として東北大学から提供された防災手ぬぐい

を配布して終了しました。家に帰って家族の人と防

災について話し合うように促し、防災教育の徹底を

お願いしていました。

▶小島小学校との話し合い

今後の防災教育について小島小学校との話し合いが

イベント後に実施されました。地域創造学環環境防

災分野の学生から防災教育についての提案が出され、

小島小学校と共に防災教育の企画案について考えま

した。

【参加者の声】

・自宅でハザードマップの説明をするのは難しいので、こうい
う場で災害について学べるのはとても良いことだと思いました。
・楽しかったです。実際の災害はもっと難しいことが起こるの
で、もっと勉強したいと思うようになりました。
・土曜日は子ども達の居場所がなくなるので、寺子屋のような
取り組みはとてもありがたいです。

【クイズの一例】

・寝室に高さのある家具を設置しても良いか？

いよいよだ～！



地
域
の
声

大
学
生
が
子
ど
も
達
と
関
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
達
の
興
味
を
広
げ

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
ど
も
達
が

夢
中
で
ク
イ
ズ
に
参
加
し
て
い
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
大
学

生
が
地
域
に
関
わ
る
こ
と
で
、
世
代
を

超
え
た
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
の
声

私
た
ち
は
、
子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
老
若
男
女
問
わ
ず
交
流
で
き

る
「
居
場
所
」
を
作
る
こ
と
を
軸
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達
が
主
体
的
に

防
災
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
継
続
し

て
学
習
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
、
共

Locals ＆ Students Voices

だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
も
一
緒
に
連
携
を

継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今回のイベントの開催に関わった地域の方や、フィールドの
学生たちにインタビューを行い、生の声をきいてみました。

助
の
目
線
を
持
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、

私
た
ち
の
中
で
も
嬉
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

編
集
後
記

イ
ベ
ン
ト
で
行
っ
た
防
災
教
育
の
経

験
を
活
か
し
、
小
学
校
と
連
携
し
て
継

続
的
に
地
域
防
災
と
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
（
近
藤
）

※

防
災
○×

ク
イ
ズ
で
の
お
土
産
の
防

災
手
ぬ
ぐ
い
が
家
庭
で
の
防
災
に
つ
い

て
の
会
話
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域

全
体
の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
感
じ
ま
し
た
。
（
古
瀬
）
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